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石狩川河水の流出によって湾内にできる潮目について

鈴木恒由・佐野典達

(北海道大学水産学部航海計器学教室〉

On the Current Rip in Ishikari Bay caused by t恥 Ishikari

River flowing into that bay 

Ts附 yoshiSUZUKI and Noritatsu SANO 

Abstract 

It is a matter of∞urseω鈎 ythat boundary zones take a very signiHωnt part in the forma-
tion of fishing grounds. The writers have carried out investigations on the form of the current 

rip in Ishikari Bay cau鉛dby the inflow of the Ishikari River in order to clarify the effect of a 
boundary zone by means of uItra sonic waves. The current rip shows the∞nvergE泡celine of 
two water masses. The one fo聞記din Ishikari Bay isαu鈴dby the叩 lvergen句 ofa bay 
stream which washes a10ng the Shakotan PE宜linsu1aand the estuarine water of the Ishikari 
River. This is classified into the form of a current rip. It is characterized by the wind direction 
into the following two tYJ悶.

1) Type A due to a south wind. In this type， a near1y straight ∞nvergence line is formed 
at the 1eft side off the estuary. 

2) Type B due to a north wind. A∞nvergence line is formed開ralle1ωthe∞ast 1ine 
adjacent to the estuary. 

As regards the ref1ection of super鈎nicwaves around the current rip， the ref1ection 1ωs 
was observed using an NS-300A type (200kc) fish finder produωd by K.K. Sanken. The 
reflection of super鈎nicwaves from the current rip鈴emsto be due to the bubb1e 1ayer caused 
by the ∞llision of the two water mas民s;its reflection 1<ωs was ca. 6Odb. F10wing in of the 
river causes a water region in which the density differs great1y. The ref1ection 10ss amounted 
to 44-国bwhen the density in situ showed ca. 4. (JfI1!!m，組 dω.7Odbwhen the 1atter showed 
ca.O.7ufl!m. The ref1ection of supersonic waves from suspended matter may reasonab1y be 
caused by organic suspension brought down by the river water; its reflection was ca.45db when 
the extinction∞，efficient showed O.55and ca.8Odb when the 1atter showed ca.O.18. Concering 
the horizonta1 distributioll of 1arvae and young fishes， writers were ab1e to catch them in 1arger 
number at the current rip as∞mpared with those caught at the stations neighboring the current 
rip. This fact suggests that the young fish might be gathered by the ∞nvergent current on the 
current-rip. 

1緒言

潮境が漁場形成上非常に軍要な役割りを演じていることは，今更言を侠たないが，筆者等は，現在超音波

から見た潮境の問題を種々究明する目的をもって調査中であり，先に“潮境の探知"という問題について，

レーダー，航空機，音響探知機，肉眼等による探索方法について報告1)したが，今回は， 1958年7月より，

1959年12月にわたり，石狩川河水の流出によって湾内にできる潮目の形態，またその附近の超音波による反

射状態，および稚魚分布の関連等について調査したので報告する。なおこの調査の一部は， 1958年および19

59年度の北海道科学研究助成金によっている。

2 潮自の分布状態

潮境は水塊の不連続函におこり，潮目は両水塊の流れの収敏部に生ずるものである。石狩川河水の流出に
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鈴木・佐野:石狩川河水の流出によって湾内にできる潮自について

よってできる潮局も，流出する河7kと，湾内を流れる清流との収敏』こよりできて晶、る。北半球では一般ぉ，
海水の流動は，地球自転の偏向カのため，湾ロから湾奥に拘って左側に外洋水が流入し，湾内でできた沿岸

水は，左側を流出するのが通例であるがり石狩構の状態も一般め的には，全くこれと同じであり，動k系の

外洋水が，積丹半烏ぞいに浸入して，湾内に左旋流をおこさせているが，時として雄奏岬沖の冷水塊が湾口

をふさぐが如く発達する年度があり，かような時は，暖疏系の外洋水はこの沖合を統去してしまうので"湾

内には右旋流が起るようになる4)Q F'ig.lは一般的状態における石狩湾表面の湾流模型図である。しかして

1958， 1959年度の調査中はこの一般的型に属する型であり，河口より沖合をみて，その左側にその収数部が

生じ，いわゆる潮目としての顕著なものがあらわれている。

次に石狩湾は，沖合に対し北西側が聞けているため，北郷系の鳳が吹くと沖合より構内に向う吹送流が生

じ，このため，低密度の河水は沿岸にそって摸状に堆積されてしまい，そこに不連続面を生ずるたぬ，風向

に土って潮自の分布状態が著しく異っている。

すなわち (a) 南風系の場合は，河口の左側より沖合に肉って，ほほ一直線の潮目があらわれるe

Cb) 北風系の場合は，沖合からの吹送流のため，河7kは治岸に堆積されるので，沿岸にそ
って，ほほ平行な潮目があらわ托る。

l従量3J
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Fig. 1. Scherr凶ic問伊国entat蜘lofthe hydt噌問抽.n:倒lditi阻 S

of Ishikari Bay 

f
ネ
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Fig.2は1959'年3月より12月にわたって毎月 1回-2図のわりで，航盆績により観測した見取図で，これ

でわかる如<，荷風系の場合は，大体風向にそって沖合にほぼ直線的にでき，しかも嵐の主主践的弱い時は，

河口より見て，左側に1本著明な潮目ができるだけであるが，風が強くなると，河ロの右側』こも不明瞭なが

らもう 1本できる。これは， Fig. 22， 23でわかる如く，低密度の河氷が湾内に流入すると，垂直安定度がよ

いので，沖合に拡散する場合特に風の彰曹を受けるものと恩われる。

北風系の場合は，図の如〈沿岸にほぼ平行にできている。

Fig. 3，4，5は南風系の場合の潮自の状態を航空機により撮彰したもので，河口より沖合にほぼ一直線に

収数線が存在しており， Fig. 6，7，8は北風系の時の状態を写したもので，はっきりと沿岸に平行な線で境

界線ができており， Fig. 9，10は南風系の場合の潮目を海上より写したものである。
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Fig. 2. Rough sketch of current rip in lshikari Bay ob田rvedby airplane 

Fig. 3 

134-



1960J 鈴木 ・佐野 .石狩川河JKの流出によって湾内にできる潮尽について

Fig. 4. 

Fig.5. 

Figs. 3-5. These photographs were taken from an airplane. indicating the 

current rip in Ishikari Bay when the wind blows from the south caused by 

the Ishikari River which f10ws into that bay 
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Fig. 7. 
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Fig. 8. 

Figs. 6-8. These photographs were taken from an airplane to show the current 

rip in Ishikari Bay when the wind blows from the north. 
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Fig. 10. 

Figs. 9-10. These photographs were taken from a ship to show the 

current rip国 U配din Ishikari Bay when the wind blows from the回uth.

3 潮境の形態

Cxr. 3 

rltr述の如〈潮目の分布状態は，風向によって若しく左右されているので，その形態をしらべるため，南風
系の時を選び.1958年7-8月および.1959年7-8月にわたって海洋観測を行った。Fig.11は1959年度

の観測点で，矢印およrびそのlIi'号は.};JJ干it魚採集のための曳網個所である。

Fig. 12-17は，表面.2.5.m. 5m. 10m.海底の極分および水中照度〈透過光:hi:の百分率〉を示し，Fig 

18-21は.sl.:l.-8. sl.lO-1ふ sI.18-24. s1. 25-31における極分，およびw.u交の~直断而図であり ，

Fig. 22. 23は許可口 より沖合の観測点を結んだ水泡，水中照度および塩分のきlli直図である。

潮目は.sl. 5.6.12.13.14.20. 2¥， 22. 27. 28. 33. 34附近を結ぶ線上に分布しており，その場

所は風向によっτ幾分移動する。 Fig.12. 18. 19. 20. 21の斜線の部分が潮1'1で，この部分において河口
より流出した河水と，湾流の海水が収倣しており ，嵐分の水平分布においても Fig.12でわかる如く潮目を

境にして急激に愛イじしており，収紋の状態をはっきりあらわしているo

~直分布においては，相T7kが湾内に流入して沖合に拡散する場合，海水とくらべ非常に低額度のため ， 垂

直安定度がよく ，なかなか混合がおこなわれにくく，皮流の状態となって沖合に拡散してし、る。すなわちi"j

7kと思われるr!Jはえ水平分布において.sl. 1 -8附では. sl. 5と6の中聞から 8の聞であり .sl.lO-16聞

では.sl.12から16導.s1.18-24聞では.sl.20から23と24のIド間迄.stお -31聞では.sl.27と28の中間よ
り. sl.30と31の和陶迄というように次第に拡がっているが，韮直分布においては，河口附近では. JJ，深が

浅いせいもあるがi'百f，k.tl:J王とんど海底まで影響しているが. sl.15附込より沖合になると 2-4mを践
庖として上回に河水があり，それ以下は海水でなかなか混合がおこなわれないようで，しかも沖合に拡散す

るにつれて，戸J7kと思われる層はますます薄くなっている。

照度の変化に対しては，石狩川そのものが，相当多量の有機，無機のli¥li渇喝を有して.1両I水は泥褐色を呈
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Tab!e 1. Average direction of wind month by rr削lthat "Town of Ishikari" 

from 1957旬 1959

Month 

g
o
沼
ハ
喜
百
四
高
注

1 I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 1~1 11 I 12 IAve~ 
South 15.5 14.5 14.3 16.0 15.5 17.6 19.5 19.2 16.8 17.2 12.2 11.5 15.8 

North 12.8 10.0 13.7 12.8 14.5 12.3 10.7 10.3 10.5 10.5 13.2 15.2 12.2 

West 1.7 3.2 3.0 0.7 0.3 0.5 0.5 。1.8 3.0 4.3 3.2 1.9 
East 1.0 0.3 。 0.5 0.7 0.2 0.3 1.5 0.8 0.3 0.3 1.7 0.6 
※風向のSouthは， S EjE-S-SWjWは総てSouthとし，NWjW-N-NEjEはNorth，West は，

WNW-W-WSW， Eastは， ENE-E-ESEとして計算した。

Tab!e 1の如くで，南風が多く次に北風となっており，河口より沖合にほぼ直線的にできる潮目の回数が

多いこと，その線上に沈減量の多いことが一致している。

お

¥ 
Current rip 

Fig. 12. Horizonta! distribution of salinity 
of the surface water 
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Fig. 13. Horizontal distribution of salinity 
and submarine illumination at 2.5m depth from 

the w批ersurface 

/ 

JOKM 

Fig. 14. Horizontal distribution of salinity 
and submarine illumination at 5m depth from 

the water surface 
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ーーー-SaJmitv 

・・・・・ Submarineillum ination 

Fig. 15. Horizontal distribution of salinity 
and submarine iIlumination at 10m depth from 
the water surface 
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Fig. 16. Horizontal distribution of submarine 
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Fig. 18. Vertical distribution of salinity and submarine i1lumination 
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4 潮境問近の反射について

ここで考えられることは，滞日の部分における

反射と，河水が皮流となって流出しているため，

その皮流と海水との境界面における塩分差，温度

差による反射と，プラyグト yおよび，その他の

水中盤濁物による反射が考えられるので，株式会

社産研のNS-300A型，周波数200kc，発射回数，

浅150R/mの魚群探知機を用い，これに抵抗滋衰

器を併用して，標準置援体として3寸径のガラス

玉を使用して，間接測定法によりそれぞれの反射

損失を測定した。

(4)-a 潮目部分の反射

潮目は両水塊の街合線であるので，その附近の

海水の動きは複雑であり，また旗分温度の不連

続，海水の街合等tこより多数の泡を発生している

ので，潮目通過の節はかなり強い反射が得られ

た。しかし Fig.18のst.5-6聞の潮目は図でも

わかるように潮目そのものの垂直傾度が急なた

め，航行中瞬間的にその上を通過してしまい，ほ

とんど記録を得ることはできなかったが Fi沼.

19， 20の潮目においては表面より 5mまでに56.5

IGNfTION LOSS附 4三Z空空一 -74.5dbの反射損失が求められた。この反射記
Fig. 24. Horizonta1 distributionωshow the ignition 録でもわかるように表面より 5mまで連続したも

10ss in Ishikari Bay のであるところより，塩分君主というより含有気泡

による反射と考えた方が適当と恩われる。

Fig. 25， 26はst.12-13間および st.20-21聞の潮目上を蛇行した記録であり， 前述のように0-5mま

でに海水の擾乱と，それによって生ずる気泡層と思われる反射が存在している。

(4)ーb 塩分および温度の愛化〈現場密度の愛イりによる反射

塩分菱化，温度変化が急な場合反射が行なわれるが，その基本的考え方については前号1>で述べた通りで

あり，またそれ等が個々に存在する場合の水槽内における実験値については橋本.)6) の発表があり確認され

ている。しかし河水と海水の街合しているような場所においては，これらが個々に狼立して存在することは

ほとんどなく， 分愛化の顕著なところは温度褒化も顕著であり，温度菱化の存在する個所は塩分褒化も存

在するので，超波の反射についてはこれらを個々に論ずることはできないので，筆者等はこれを数値的に

現場密度の菱化として取扱った。

その最も顕著な例として河口附近は， Fig. 22， 23でわかる如し遡上海水が相当上流まで河底を遡上し

ており，この上を河水が流出しているので，この面において塩分，7K混の不連続が生じており，これに相当す

る個所より反射記録が得られ，その反射損失を実測したところ， 39-49dbの非常に強い反射債を得た。 Fig.

27および Table2は， st.Kにおける諸量であり， Fig. 28， 29はその場所における反射記録である。
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Fig. 25. Soner echo due ¥0 curren¥ rip 

Fig. 26. Soner配hodue ¥0 curren¥ rip 
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obtained at the estuary of the Ishikari River 

-150ー

CXl. 3 

; 



1950J 鈴木 ・佐野 .，石狩川河*の流出によって湾内にできる湖周について

Table 2. Oceanographic data observed at st.K as shown in Fig. 9 

D(empt〉h || W.T. Cl S 
I (匂ωω刷g/叫ω併/九山L日) I 何ω仙附O/九山L口2〉| s u b ω il川11(OC) (%，，) (告白〉

。
2.5 

5 

7 

19.1 0.831 1.529 0.58 4.59 

18.9 6.590 11. 925 8.30 5.03 

16.5 18.269 33.005 24.12 5.14 

16.3 18.300 33.062 24.31 5.14 

Fig. 29. Sonar echo due to difference of density in situ (侃〉

obtained at st. 13 as shown in Fig. 9 

71.42 

30.71 

。
。

Table 2でわかる如 <.7/(温は 5m周までにO.90C/mの菱化をし，塩分は 6.295偽/mの菱化をしており ，

これを併 に銀算すると .4.4gtt/mの安化となり .4.5-5m以下は完全な海水となっていて，塩分.7/(温も

ほとんど菱化がないことより ，同居よりの反射に間違いなく ，これに加うるに上回は 1.8m/secという河水

の流動があり，下層は流速ほとんど容とし、う海水のため，流れの不連続もカIfわって，かように大きな反射が

得られるものと忠、われる。

石狩)11の滋上海水の状態については，梅島7)は，供7/(型，滋7/(型，およびその中間型があると述べている

が，今後は 200kc音響探知機を用いることにより ，反射厨がどこにあるかを知れば，ある程度i銀上海水の水

位の状111'<を知ることができると思う。

次に沖合の状態であるが.Fig. 22. 23でわかる如1< .河水は 2-4mを飽厨と して皮流となって沖合に拡

散しているので，音響探知機の送受波器が水中 1.5m入っているところから，ごく河口近くの躍層が比較的

深い場所以外は，発振線と反射の記録が一致してなかなかよい記録を得ることはできなかったが.53.5-

74.5db (主に 60db台〕の反射損失を実測し得た。 Fig.30. 31はその時の記録を示し.Table 3.4はその

場所の諸誌であり.Fig. 32.33はその訴直図である。
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1960) 鈴木・佐野:石狩川河水の滅出によって湾内にできる潮目について

Table 3. Oceanographic data observe9， at st. 13 as shownin Fig. 9 

Depth W.T. Cl f|02|Sゆ illumi
(m) COC) (%0) (g/L) ， I ，(.α/L) ，1 (%) 

O 17.7 11.313 14.84 5.11 9.14 

rィ

2.5 16.4 14.966 19.89 ，5.42 0.32 
J 

5 15.7 17.784 23.63¥ 4.57 0.22 
F 

7.5 15.2 18.406 24.60 5.38 0.11 

10 15.2 I i 18.743 25.07 5.64 。
15 15.0 18.730 25.10 5.68 O 

Table 4. Oceanographic data ObseTVed at st. 21 'rur shown inFig. 9 

D〈empt〉h W.T. にg。/もL) 
02 |sub (%inlHlhh〉lu1mr町m

(OC) (%0) 〈∞/L)

。 18.1 15.509 19.95 5.50 22.45 

¥ 

2.5 17;2 18.254 23.93 :5.72. 15.53 

5 17.0 18.396 24.19 5.80 8.33 
J 

7.5 17.0 18.489 24.28 5.51 5.68 

10 16.9 18.689 5.60 5.30 

15 16.8 18.795 24.7& 5.65 4.32 
， 

19 15.2 18.800 25.15 
3 

ー、5..91 3.18 
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鈴木・佐野:石狩川河水の演出によって湾内にできる潮目について1960) 

これを河口を含め海区全体について水深1m当りの併の菱化量についてPlotすると.Fig.34の如くなる。
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'c4 }---:-C 滋渇物質の反射について

波長に比べ極く小さい懸垂物の反射損失は，理論的にはすでに述べた如くであるシ一般海洋上であると，

懸垂物というと主にプラYクト y群を指しているが，前述のようにこの海区は河川|からおびただしい浮泥類

が流出しているので，それらが沈澱して行く過程において海中に懸南状態にあり，それによる反射と考えら

れる点が非常に多かったので，筆者等はプラシグトy採集(口径30cm，側長95cmの閉鎖ネット，国産締結

XX13製使用〉により，各層の垂直分布を測定した〈北海道区水産研究所飯塚篤氏tこ依頼)，しかし垂直分布

においては， D.S.L.解明のために大方の人が色々実験されているそれらの諸量よりはるかに小量な，

0.1-0.8cc/mという分布量で， これのみによる反射層とは当然考えられず， しかも反射海域が潮目より外

洋水側に出るとほとんどかような反射も出ず， Fig.24の沈澱の模様と思いあわせて，やはり有機懸潟物等

による反射と断ぜざるを得ない，ただこの懸垂物の実態については，今回は明らかにすることができなかっ

た。

海中に懸潟物がある場合，透過光線はそれによって散乱をおこなう，海面上の照度が 10である場合，鉛

直消散係数 (Extinction∞efficient)Kは， (1:>::深さ Zで測った照度〕
K=2.30 (Log lo-Log lz/z) 日 ……・……......・H ・-……… ・・ (1) 

で表わされるのでわ各層における Kを求めれば， Kの伽aが大きい層においては，散乱物質が多いというこ

db 
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Fig. 35. Reflection 1088 due to the variation 

of extinction α>efficient 
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とになるので， K と反射層における反射損

失の関係をとったところ， Fig.35の如くな

り， Fig. 36はKの値が15-17m層におい

て0.20から0.70に菱化した層に反射のあ

る8t.23の反射記録であり， Table 5は，

その地点における諸量で Fig.37はその垂

直図である。勿論外洋において，これと等

しいKの愛化がある場合，これだけの反射

損失が得られることには疑問はあるが，少

くともKの愛化により，反射損失の値が菱

化するということは， Kに関係する物質に

よって反射がなされていることは確かであ

るので，今後この問題について定量的に研

究を重ねて行く予定である。



1960J 鈴木 ・佐野.石狩川河水の流出によって湾内にできる潮目について

Fig. 36. Sonar echo due to suspended matters obtained at st. 23 
as shown in Fig. 9 

Table 5. Oceanographic data ob配円edat st. 23 as shown in Fig. 9 

Cl 1 (~“/L〉 | (cc0/2L〕 1| sub(%山〉i (m) I (DC) (弘〉 (K) 

。 17.7 16.022 20.75 5.96 15.59 18.58 

2.5 16.6 18.613 24.54 5.66 6.77 0.35 

5 16.4 18.768 24.84 5.49 5.81 0.06 

7.5 16.3 18.840 24.95 5.41 5.27 0.04 

10 15.9 18.835 25.04 5.53 3.29 0.16 

15 15.1 18.842 25.23 5.67 1.29 0.20 

17 14.9 18.320 25.25 5.75 0.32 0.70 
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潮目附近の幼稚分布について

潮境に魚族が密集することは，古来からの漁場を一見すればすぐわかることであるが，このような河水の

流出によってできている潮境附近はu、かなるものであるかを知ることも重要なことと考え，三枚網により，

表層，中層，底層と各層の漁獲試験をおこなったが，試験回数の不足により確固たるデータを作成すること

ができなかった。幼稚魚の分布については， Fig.9で示したように5カ所において，それぞれ30?]-聞にわた

って，口径 l3Ocm，側長 450cmの@型稚魚ネットにより表層曳をおこなった。①は潮目上(あわの上〉②

は潮目より河水側，③は潮目より海側，④は比較的沿岸に近い所，⑤は治岸である。 Table6はその時採集

された幼稚魚の分類表であり， Table 7は曳網個所附近における諸データである。これによると，潮目上の

分布が淡水性，鹸7K性を間わず圧倒的に多い。その原因については， 7K塊の動きよりみて集るというより，
両性のものが寄せられたと考えた方が適当と思われる。②は河水の影響の非常に強いところであるが，淡水

性のみならず相当数の繊水性のものがみられ，③については，河水の影響のほとんどない個所である。これ

らについては，水中照度の強弱によって表層の分布に蓋が生じたものと思われる。すなわち稚魚その他の生
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物分布は，夜間は表層に上昇し，日中は深くもぐるという義直移動をおこなっているといわれるが，非常に

濁りの強い河水側では，表層において透過光量が著しく減衰されてしまうので，濁りの少い海水側とくらべ

ると.Table 7に示すま日しその水中照度が著しい差が生じるので..それが原因して③で全然採集されない

という結果が生じたものと恩われる。なお③における 15m層の水中照度が 182∞ILuxであったので，①，
②，④における 2.5m層とが大体同じ水中照度であったということになる。

以上採集された加佐魚の数のみについて考察したが，漁場的にみて，どうかという問題については，やは

り採集回数の不足より確言はできないが，少くとも潮目上において，カタグチイザシ，サYマ，サヨリ，マ

サパ，クロゾイ~パノL等有用種の幼稚魚が多数採集されたということは，今後の石狩湾の漁場構成上非常

に有効なことと考える。なお採集は分布上に時期的差のないよう向一日の午前10時より午後3時までになさ

れたものである。幼稚魚の鑑定は，本学都動物学教室の小林喜雄氏によるもので，それらの組成，特徴等に

ついては，いずれ同氏より専門的立場にたって発表されることになっている。

Table 6. Indicating生hecatch of larval and youmgs of various符脱出 offish 

around the current rip in Ishikari Bay caused by the River Ishikari running into 

that bay (length mm) 

Number of catch (length) 
specific name of 1mh 

1 2 3 4 5 

Katakcuhiiwashi 116(5.0-11.0) 469(3.5-21.5) 139(9.0-21.の 11(6.5-14.0) 

Sanma 9(5.0) 

Sayori 21(5.0-52.0) 5(29.4ー70.0)

!toyo 773(14.8-30..0) 119(18.5-28.0) 

Youjiuo oya31(20 188-195〉 1(28.0) 

7(7.0-30.の
Kitanoumiuma 1 

Boraka no isshu 6(9.3-19.1) 

Masaba 100(3.0-25.5) 20(3.0-11.0) 
Mejina 1(20.2) 

Himehaze oyaKuO 89.の

Kawahagi 4(4.5-7.5) 

Torafugu no isshu 1(12.1) 

Ezomebaru 39(17.0-32.4) 

Murazoi 7(21.0-25.6) 

勘'lebaruno協同 73(13.か25.6) 1(16.4) 

Mebaru no isshu 52(15.7-30.の
Hicame l(1LO) 3(8.0-9.u) 

Gyoshu fumei A 3(14.5-16.3) 

Gyoshu fumei B 1α.5) 

Sanma r街1 large number small number 

Kurage nlaurmge beT 宮maUnwnt町 1ar溜enwnber 
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Submarine 

illumination 

(Lux) 

SaJinity 

(%，) 

Temp. 

COC) 
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Table 7. Oceanographic data ohl詑rvedat five fishing grounds 

隔と|。t.2t)
125，000 

0.1 28，000 

2.5 20，500 

3..0 

5.0 10，400 

10 6，600 

0.0 28.024 

2.5 32.978 

3.0 

5.0 33.235 

10 33.764 

0.0 18.1 

2.5 17.2 

3.0 

5.0 17.0 

10 16.9 

2 
(st.22) 

115，0∞ 

20，000 

12，ωo 

11，000 

2，500. 

29.785 

33.468 

33.982 

33.849 

17.6 

17.1 

16.7 

15.4 

6 考察並びに結前

3 
(st.19) 

120，000 

70，500 

70，500 

一

58，伺O

26，600 

33.筋6

33.836 

33.860 

33.912 

18.6 

17.5 

← 

17.2 

16.7 

4 
(st.24) 

33，000 

18，7'∞ 

17，500 

7，100 

34.121 

33.926 

33.951 

34.054 

16.5 

16.4 

16.2 

15.6 

(11， 3 

5 
(st. 5) 

95，∞o 

70，000 

43，000 

34.239 

34.108 

16.7 

16.5 

以上石狩川河水の流出によってできる潮境の形態，その附近の反射，および滋雄魚の分布について述べた

が，専門以外のことも多く，重要斜の採集等tこ不手際もあり，完全なものはできなかったが，これを要約する

と

(1) 潮目分布については，南風型と北風型の2つに大別でき，前者は河口より沖合にほぼ一直線に分布し

後者は，治岸にほぼ平行にできる。

(2) 南風型における河水の沖合への拡散状態は，低密度のため，皮流の状態となって沖合に流去し，北風

型の場合は，沿岸に堆積される。

(3) 河水のはこぶ懸濁物の沈澱は，南風型，北風型を問わず，潮貝の線にそして多量に沈澱するようであ

る。

(心潮目部分の反射については， JK塊の衛合により生ずる乱流と，それによって生ずる気泡層よりの反射

と思われる反射があり，その反射損失は60db前後であった。

(5) 溢分差，温度差による反射については，現場密度〈ぬ〉が 1m当り約4.(Y1/l/mの愛化がある場合， 44

~国b約0.7U!l/mの菱化の時が約70db前後の反射損失であった。

(6) 懸垂物の反射については，フ・ラyグト y群というより，有機懸濁物の層と恩われるものよりの反射が

あり，消散係数にして，約0.55で4回b前後，約0.18で80db前後の反射損失を得た。

(7) 毅雄魚の分布については，潮自の部分にて多数採集されたが，これは寄せられたものと思われる，そ

の他の地点の分布については，水中照度が影響しているものと思われる。
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